
ヌマエラビル（旧名：シナエラビル）＊＊Ozobranchus

jantseanus Oka，１９１２は，環形動物門Annelida，ヒ

ル綱 Hirudinea，エラビル科 Ozobranchidae＊＊＊に属

し，体側部に１１対の枝状突起を備える非常に特徴

的なヒルである（図１）．本種は淡水カメ類に寄生

し，国内では本州中央部，国外では中国に分布す

るとされている（丘・長尾,１９６５）．本短報では，

島根県におけるヌマエラビルの発見とその意義に

ついて報告する．

ヌマエラビルの発見・採集状況は以下のとおり

である．２００１年９月１１日に島根県平田市鹿園寺町

の境川で平田市立東小学校３年生一同が採集した

ニホンイシガメ Mauremys japonica（Temminck &

Schlegel）の成ガメと，２００１年９月中旬に同町の境

川上流で同校３年生の新宮弘美さんが採集したニ

ホンイシガメの幼ガメを３年生の教室において新

しい同一の水槽内で飼育していたところ，９月下旬

に飼育中の坂本祐麻君と大橋賢靖君が成ガメの背

甲に１cm程度の生物が付着しているのを発見した．

その後，１１月２７日に採集されたこれらの生物（６
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Abstract Ozobranchid leech, Ozobranchus jantseanus Oka,１９１２was found in Shimane

Prefecture, western Honshu, Japan for the first time. The leeches were collected from the

external surface of Japanese freshwater turtle, Mauremys japonica（Temminck &

Schlegel）．
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＊ホシザキグリーン財団研究業績 第１９号
＊＊大野（１９９８）で改称．

＊＊＊従来本種の属するOzobranchus属はウオビル科Pisci-
colidaeの一属とされてきたが（Mann, １９６２；長尾,
１９７３；丘・長尾，１９６５），近年ではエラビル科として
扱われている（Sawyer,１９８６）．
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個体）が著者らの手に渡り，ヌマエラビルである

ことが確認された．なお，前述の２匹のニホンイ

シガメを調査したところ，２匹ともヌマエラビルの

寄生がみられた．寄生部位は，頭部（眼窩），口内

（特に嘴付近），頸と前脚の間の軟部，前脚後方基

部，そして背甲上であった．

これまで，日本国内におけるヌマエラビルの記

録をまとめた資料はなく，本種の分布は漠然とし

ている．当初，ヌマエラビルは中国の揚子江産の

個体を基に新種として記載され（Oka,１９１２），その

後，日本産ヒル類のリスト（Oka,１９３５）にも種名

が挙がっている．しかし，このリストには本種の

具体的な採集地が示されておらず，その後も日本

国内の明確な採集記録が発表されないまま，「本州

中央部の池，沼に産す」（丘・長尾,１９６５）のよう

に漠然とした記述がなされていた．なお，正式な

記録ではないが，旧制時代の京大理学部の入試で

は，実際にヌマエラビルを見てその分類学上の位

置を判定するという問題が出題されていたようで

（宮地,１９６３），当時の本州中央部に本種が分布して

いたことがうかがえる．

著者らの知る限り日本国内における本種の明確

な採集地は，栃本（１９９７）による兵庫県姫路市大

津区（宿主：クサガメ Chinemys reevesii（Gray））

のみである．したがって，今回の島根県における

ヌマエラビルの発見（島根県初記録）は日本国内

における本種の数少ない明確な採集記録であり，

これによって本種が本州西部（中国地方）に分布

することが明らかとなった．
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